
６０～６４歳の在職老齢年金制度

○ 賃金（ボーナス込み月収）と年金の合計額が２８万円を上回る場合は、賃金の増加２に対し、

年金額１を停止

○ 賃金（ボーナス込み月収）が４６万円を超える場合は、賃金が増加した分だけ年金を停止

２８万円

賃金

（ボーナス込み月収）４６万円

賃金と年金月額
の合計額

年金１０万円の方の
賃金と年金の合計額

年金２６万円の方の
賃金と年金の合計額

１８万円

賃金と年金月額の合計
が２８万円を超えたら、
年金を一部カット

賃金が４６万円を超えたら、
賃金の増加分だけ年金をカット

１０万円

○ 年金１０万円の方（左図①の緑線）の場合、

・ 賃金が１８万円までは、賃金と年金との合計額が２８万円以下
なので年金は全額支給

・ 賃金が１８万円を超えると、賃金の増加の１／２の割合で
年金が停止され、賃金が３８万円の方は、（３８万円－１８万円）
×１／２＝１０万円となり、年金が全額支給停止

○ 年金が２６万円の方（左図②の赤線）の場合、

・ 賃金が２万円までは、賃金と年金との合計額が２８万円以下
なので年金は全額支給

・ 賃金が２万円を超えると、賃金の増加の１／２の割合で年金が
停止され、賃金が４６万円の方は、（４６万円ー２万円）×１／２＝
２２万円となり、年金は２２万円停止され、残りは４万円。

・ 賃金が４６万円を超えると、賃金が増加した分だけ年金が停止
されるので、賃金が５０万円の方は、５０万円ー４６万円＝４万円と
なり、年金４万円が停止されるので、年金は全額支給停止
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○ 基礎年金は全額支給する。

○ 賃金（ボーナス込み月収）と厚生年金（報酬比例部分）の合計額 が４６万円を

上回る場合には、賃金の増加２に対し、年金額（報酬比例部分）１を停止。

６５歳以上の在職老齢年金制度

４６万円

賃金
（ボーナス込み月収）

左図の報酬比例部分の他、
基礎年金は全額支給

３６万円

賃金 （ボーナス込み月
収）と年金月額（報酬比
例部分）の合計 賃金と年金月額の合計が４６万

円を超えたら、年金を一部カット

年金（報酬比例部分）
１０万円の方の年金
と賃金の合計額

１０万円

○ 年金１０万円の方の場合

・ 賃金が３６万円までは、賃金と年金との合計額が４６万円
以下なので、年金は全額支給

・ 賃金が３６万円を超えると、賃金の増加の１／２の割合で
年金が停止され、賃金が５６万円の方は、（５６万円ー３６万
円）×１／２＝１０万円となり、年金が全額支給停止
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